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イネ：微生物との共生により、

環境保全型の食料生産を目指す



ヒトも植物も、様々な微生物を宿して生活している

善玉菌

悪玉菌 病原菌

健康を保ってくれる良い菌、病気を引き起こす悪い菌のどちらも存在

（条件次第で同じ菌が良い菌にも悪い菌にもなることもある）

バランスが崩れると病気に…

共生菌

https://www.irasutoya.com



The Scientist 2016

PAMPs (pathogen-associated molecular patterns) 
= MAMPs 微生物成分

パターン受容体

活性酸素種（ROS)
、抗菌物質

抵抗性（R）タンパク質
（NB-LRR, NLR受容体）

エフェクター
（感染促進因子）

植物は優れた免疫システムで大多数の菌の感染を防いでいる

核：遺伝子発現

哺乳動物と類似の自然免疫

受容体が活用されている。

細菌

植物細胞

細胞膜

微生物成分



環境条件（光、温度、水、栄養）

植物 微生物

植物と微生物の関係性（病原性の強弱）は、

環境条件によって大きく左右される



成長・収量

ストレス耐性

植物のストレス耐性を高めると成長が悪くなる

環境変動に応じて両者のバランスをどのように調節して

いるのか？



Class Level 

茎 葉 籾玄米

(2 品種) (2 品種)

葉や茎

籾や玄米

3

植物の体内には、たくさんの常在菌（共生菌）がいる

どのようにして環境適応に役立てているのか？


